








【 リーフレット本文中の「 室町時代 」の記述についての追加 】

解説

銀閣で有名な慈照寺は、室町幕府の８代将軍だった

足利義政の別荘としてつくられはじめました。しかし、

その完成を待たずに義政が亡くなったため、遺言によ

り寺院として完成したのです。その庭園の造営には善

阿弥などの「山水河原者」とよばれた当時の差別され

ていた人々が加わっていた記録が残っています。

また、“虎の子渡し”の石庭で有名な竜安寺は、水

墨画や作庭で有名な相阿弥という河原者が、庭の造営

に関わっていたという伝承があります。


